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労働者協同組合
こども編集部

2024.12.18
第4回ろうきょうオンラインセミナー
労働者協同組合こども編集部
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■こども編集部をひとことで言うと

メディア（伝えるもの全般）作りを
活動の軸とした

10代の子達の居場所・コミュニティ
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●不登校の子を含め、学校以外の場所を探している
親や子どもが増加している

●学校でのクラブ活動・課外活動・部活動等の機会が
急速に減少している

●家庭環境や地域等による体験や探求学習などの
機会の格差がある

●先生（になりたい人）が減っている

社会問題解決の一助になればと思っています
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10代の頃自分達が欲しいなと思っていたような場所にしよう

●信頼できる大人との出会いがある場所

●学校外でのお友達に出会える場所

●学びたいことが学べる場所

●未来へのヒントに出会える場所

●漫画の学祭の様なワクワクできる

ノリを楽しめる場所
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2020年
任意団体こども編集部

設立
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2023年
労働者協同組合こども編集部

法人化して再スタート
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こども編集部って現在こんなんです

編集部員40人弱

小5～高2

校区を越えて様々な地域から参加

学校行ってる子行ってない子
部活してる子してない子
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単発での参加を含めると
年間延べ

2000人くらいの子が
関わってくれています
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主な活動内容

●企業や自治体・他団体等との協働による
プロジェクト

●こどもたちの「やってみたい」から始まる
プロジェクト

●若手サポ・大人サポ・保護者・面白い大人たちが
伝えたい！という想いによるプロジェクト
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企業や自治体・他団体等との協働による
プロジェクト

子ども達からの
参加費を
抑えられる

大切な収入源

活動費用
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こどもの「やりたい！」を
社会がサポートする

仕組み
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「好き」や「得意」を
活かして

社会と繋がっていることを
実感
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「子ども達のやってみたい！」
から始まる

プロジェクトの一例
～西粟倉村視察旅行編～

15



「大人の伝えたい想い」
から始まる

プロジェクトの一例
～哲学対話

「日本人ってなんだろ？」
編～
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どのプロジェクトも

子ども達が
自身で

参加する参加しないを
決めている
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子ども達1人1人が
居心地の良い参加の仕方や
参加する意味を見つけ出し
お互いがそれを認めている
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4年間活動していく中で

「個」を最大限に尊重する
チームになってきた
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「こども編集部」という編集部スタイルの
居場所・コミュニティを運営するために

親や先生ではない

大人との関わりが必要

子ども達それぞれに寄り添う

大人サポーターの存在が重要
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現在主な運営メンバーは

10名

全員兼業

本業とは別軸の仕事を

「こども編集部」という

チームでしています
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このチームを持続可能で
強固なものにするために
労働者協同組合という

法人へ
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法人になるまでの4か月

2022年11月 コープ自然派の労働者協同組合勉強会に行く

2022年12月 仲間に相談

2023年1月 会計スタッフやワーカーズコープの方と具体的な話をする

2023年1月 定款等の書類を作る

2023年2月 総会公示

2023年2月 登記に必要な書類を作る

2023年3月 総会

2023年3月 法人設立
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労働者協同組合にすることの同意を得るために

①任意団体の頃から運営メンバーで話し合って決めることを大事
にしていた。

②メンバーが兼業で割と自立した働き方をしていた。

③集まったメンバーの良さを活かすために、この法人格を選びた
いということを匂わせた。

④会社の設立やお金に強いメンバー2人にまず話をして、みんなが
分かりやすい資料を作ってもらった。

⑤話合いをしてOKをもらった。
24



当時メンバーが
私の説明を聞いて
作ってくれた資料
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定款の作成

● （労働者協同組合こども編集部 定款より一部抜粋）
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（労働者協同組合こども編集部 定款より一部抜粋）



現在は大人チームだけでも仕事をする

自分達の得意を活かして
大人チームだけでも

仕事を受け
子ども達の活動を

支えている
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こども達の
「やってみたい！」を

周りの大人が
サポートする
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今日は本当にありがとうございました
たまに活動をのぞきに来てくださいね
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こども編集部をひとことでいうと！？
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